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京都医健専門学校

午前集中コース

午後集中コース

校です。そのうち8校が柔道整復師を養成しております。

姉妹校とのネットワークを活かし、国家試験対策を入室

います。また。e－learningを用いてパソコンや携帯でいつでも学

できます。万が一、国家試験が不合格になった場合は授業料無

サポートします。

あなたのキャリアを
最大限に活かす！

既修得単位
認定制度

大学・短期大学・専門学校の専門課程において既に履修された授業科目（基

礎科目・専門基礎科目）で、本校のカリキュラムと同一科目もしくは授業内容

が同一の場合、単位を認定し、その科目の履修を免除します。また認定され

た科目に対し授業料を一部免除します。さらに、学校長が判断した場合、授業

科目が同一でない場合も単位を認定することがあります。

既修得単位認定制度で閥離幅器量謹潮騒幡種を受けることができます

平成30年4月入学対象者

専門実践
教育訓練

給付金制度

㊥懇綴鍼餓藷蟻科・繊
専門学校の職業実践専門課程で給付制度を行っている学校及び厚生労㈲大

臣が専門的・実践的な教育訓練として指定した講座（専門実践教育訓練）を

受講した場合に、給付金の給付割合の引上げや追加支給があります。

＼最大144万円給付／

※ご不明な点は、オープンキャンパスまたはお電話でお問い合わせ下さい。

学校法人滋慶京都学園厚生労働大臣指定校
日体協公認アスレティツクトレーナー免除適応コース承認校

聞彊躍醜聞醒京都医健専門学校
直垂0120鵜448臆808；蓋鴇競豊豊
〒604－8203京都市中京区三条通室町西入衣棚町51－2　SⅣ鮭IE臨書．案http：／／www．kyoto－iken・aCJp

団

「仁′）
請／鉦 閣

田
圃
国

問
詰
還

ポ 副

「
∵
「
、
⊥



′‾ミミミミシ八乏圭子多、｛ミミミミシへ壬乏ヂそラー、｛ミミミミナノ、重とブヨ、できミミヨノ｝≦∠チラー、／ミミミミ）、－とを：テラー、

目　　　　次

Leとそラ、べきミミシ＼－毛とフ享へr∈きミミシ＜乏クそヲ、、r∈ミミミミ）、＜乏二才≡ヲ、、′一ミミゴミシしそとクをヲヽべきミミソ

㊤　巻頭言『明日死ぬかのように生きよ　永遠に生きるかのように学べ』
副会長　杯　　啓史…………　2

叫　特集1会員インタビュー　中川稔貴広報部長に聞く
『軽妙洒脱な男でありたい』

京都府警察本部と「高齢者安全対策に関する協定」締結

大角康之会員に人命救助の感謝状贈呈

第68回京都接骨学会・保険講習会

平成28年度京都府医療従事者の資質向上研修事業

会員投稿

「古伝の技を現代に伝える　第40回日本古武道演武大会」　井上彰二会員　……12

叫　特集2　京都の接骨の源流を探る②　本会黎明期の群像・・・・……・・

幕　京都府柔道整復師協同組合　指定業者懇談会・京都接骨学会展示会
協同組合理事　波多野晃彦

蕃　第44回　日本生体電気・物理刺激研究会に参加して

輩　支部だより
・京都北丹会研修会＆新年会

・伏見支部会

・北区・上京区・左京区合同支部会

・宇治支部会

・西山会研修会・懇親会開催

a　会員の動静

約　掲示板コーナー

茸　編集後記

通信員　横町和宏…………19

通信員　松本吉弘…………20

通信員　山形高明・………‥20

通信員　保田宗伯…………21

記　事　中川稔貴…………21

表紙の写真

「背割堤の桜並木」

背部堤（せわりてい）は、京都府南部の八幡市にある木津川と宇治川（淀
川）を分ける堤防で、正式名称を「国営公園淀川両川i公園背割堤地区」と
いう。4月上旬になると、約1．4km渡って咲き誇るソメイヨシノ約250本

の桜トンネルは圧巻である。2017年3月に、地上約25mの高さから桜並木
を一望できる展望塔を備えた施設「さくらであい館」がオープンした。
（八幡市観光協会のホームページより引用）　　　　撮影　広報部　波多野晃彦
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副会長　林　　啓　史

この度、新年号で新春のご挨拶に引き続き4月発刊号において「巻頭言」を書く機会を与え

ていただきました。昨年4月の号におきましては、見出しを「ピンチをチャンスに変えチャレ

ンジして行く」にしました。今年は、高齢化社会の到来で、本会会員の先生方も平均年齢が高

くなっておられる現状から、生涯現役を維持される中で体力の温存は当然のことですが、「学

び」は強い力になり、この気構えが生き甲斐をつくり健康維持にも必要と考えこれをタイトル

として掲げました。

京都府の補助金事業である「平成28年度京都府医療従事者の資質向上研修事業」として

長尾淳彦会長自身が企画された「在宅で療養する運動疾患を有する者に対し柔道整復を実施す

るための研修事業」が認定され、現執行部任期締めくくりの特別事業として、執行部が一丸と

なって取り組みました。昨年11月13日（日）に旧会館にて第一回、第二回目は12月18日

（日）舞鶴会場と2月19日（目）京都テ）レサの二カ所にて開催され、会員外の柔道整復師を含

め予想を上回る多くの参加者が熱心に受講されました。事業の趣旨を十分に理解されている証

として、より意欲をもってこの事業の継続に努力しなければと考える次第です。

また、今年2月10日には、「高齢者安全対策に関する協定」が、京都府警察高齢者総合対策

推進本部と（公社）京都府柔道整復師会との間に締結されました。協定締結の目的とは「高齢

者が被害に遭う特殊詐欺や交通事故などの犯罪等の未然防止のほか、近年増加する認知症を原

因とする行方不明事案の防止を図るため、公益社団法人京都府柔道整復師会と京都府警察が連

携して、高齢者の安全対策に取り組み、高齢者が安心して暮らせるまちづくりを推進するもの

であり」明快なものであります。本会が関与する啓発ポスターが制作され、皆様方に配布する

ことができました。

新春号におきましては、下記の3点を中心にして筆を進めました。同号より日数も経ってお

りませんので、この機会にこの三つの項目に対してコメントを加えさせて頂きます。
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1．昨年の料金改定に伴い柔道整復師療養費制度の改革に向けてのロードマップが作成され

実施の運びとなる項目について

●厚労省地方厚生局の指導監査強化

人員の増加
●柔道整復の公的審査会の権限強化

「申請書の返戻」「患者調査」「施術者調査」「施術者からの聴取」の権限が新たに付与さ

れ審査会が直接行使できることになる。本年4月から実施の予定。
●施術管理者の資格要件の見直し

3年間の実務経験、研修・講習会受講の義務化。本年4月から実施の予定。
●電子請求の導入に向けて、電子申請をモデル事業として実施

同時に電子カルテの義務化が必須となる。
●養成校のカリキュラム等の改正

平成30年4月入学生から適用、同時に柔道整復師国家試験も大改正される。

2．世界では英国のEU離脱、米国のトランプ大統領の出現など「あり得ないこと＿　とされた

ことが次々と起き現実のものになり「不確実性、不透明性の時代」の到来についてこれら

は、西側諸国における民主主義に対する価値観の衰退、というより疑いもなく不可欠のも

のとして委ねてきた民主主義体制の現状にたいする反発現象がおきているのではないで

しょうか。今の社会の仕組みを破壊することにより、何か新しいものが見えてくるのでは

ないかと多くの国民が思い始め、現体制を壊し新たな体制に期待感をいだかせると同時に

不満層を代弁し文句を言ってくれる強い指導者…独裁主義、権威主義の台頭に心地良ささ

え感じているのではないでしょうか。いわゆるポピュリズムの蔓延です。

政治、司法、行政、教育、道徳への不信感と民主主義の不効率、不決断、不作為、平等

という名の下での権利意識の増幅、富の分配の格差、問題解決の停滞、先送り等々、枚挙

にいとまがなく、民主主義が飽きられ、国々が本能むき出しの時代に回帰するパラダイム

シフトが起きるのでないかとの極端な危惧さえ垣間見られるこの頃であります。

わが業界においても、不透明性、不確実性が存在します。“Changebeforeyouhaveto．

変革せよ　変革を迫られる前に’’です。このような事実を、現実を理解し、客観視でき

る人々が大多数存在する限り。各種価値観が錯綜しても必ず是正されていくものと信じ

ます。

3．近年、取り組む企業が増えてきた“ライフタイムバリュー（LTV－顧客生涯価値）’’の

基点について

企業にとっては顧客の新規開拓を行うよりも、現状の顧客を維持させるほうがさらに多

くの利益をもたらすであろうと想定が成り立つ。

顧客重視のマーケテイングにより製品やサービスを企画・生産して顧客との関係を永く

良好なものにしていく戦略のことであります。

柔道整復業務においても基本的な考え方は同じで、そのように対応して途切れることな

く患者様が来院されることは、高収入を得て社会的責任も果たすことにつながるわけであ

ります。患者さんから人間的に信頼され、治療効果を上げ、納得のできる説明ができ、多

岐にわたる知見を提供し、嘘がなく、そして経営が長期間成り立つようにするには、学ぶ
こと、研究すること、多くを知り経験することが求められます。

これにて「巻頭言」を終えることといたします。

会員の先生方には、今後も変わらぬご理解とご協力をお願い申し上げます。
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【会員インタビュー】中川稔責広報部長に聞く

『軽紗洒脱を男でありたい』

○出身地について教えて頂けますか

京都市で生まれ、京都市で育ちました。

○先生の出身校は

明治東洋医学院です。

明治東洋医学院と言えば1925年に山崎鍼灸

学院として設立されて現在にいたるかなり歴

史のある学校ですね。
和歌山県太地町ドルフィンリゾートにて

○どちらで開業されていますか

故原健先生に師事し6年勉強させて頂きまして、京都市西京区で開業しています。

○開業されてどれくらい経たれましたか

平成元年8月に開業して今年の9月で29年目になります。

○社団法人に入会されたのはいつからですか

開業と同時に入会しました。

○開業されてから大変なことはありましたか

大変といえば、47歳の頃に大腸癌が見つかり、手術をし

た事です。個人的にも大変な時期で、発見が遅れて精密検

査の結果はステージⅣ判定でした。入院中は余命も考えま

う 綴壬 ∴∴ ） ∴∴ � � 
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本会事務所にて

したが、九死に一生を得たとはこのことでしょうか。退院直前に知らされた病理検査の結果で

は、転移は無かっだとの事でした。しかし、退院後6ケ月間の抗がん剤は本当にしんどかった

です。

2ケ月間、接骨院を閉めざるをえなかったことで患者さんに迷惑と心配をお掛けしました。

手術前に休診の準備、手術後の再開のお知らせに奮闘しましたが、接骨院を軌道に戻すまでの

半年は、体力的、精神的、金銭的に苦労をしました。

そして、私の闘病を泣きながらねぎらってく

れた柔整学校の同級生で、同じ支部の先生が、

癌で亡くなった知らせを受けた時は本当に辛

かっだです。

順風満帆に人生が上手くいくとは限らないの

で、こういったお話を伺うと勇気をいただけ

ます。
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○社団法人での活動内容を教えて頂けますか

平成2年4月～平成11年3月　本会の青年部（後に青年会、今は無くなりました）

平成7年4月～平成23年3月　広報部員

平成23年4月～平成25年3月　学術部員

平成25年4月～平成27年5月　広報部長

平成27年6月～現在　　　　　本会理事・広報部長

○趣味や好きな事を教えて頂けますか

スポーツはバドミントンを40歳になる前から初めて、

今は月に5－6回の練習と1回程試合に出ています。

新日本スポーツ連盟京都バドミントン協議会に登録する　　右京区バドミントン大会

チーム「BEVITORE」の代表と、地元の体振「葛野バトミントン」の副代表・会計をしてい

ます。

そして時間が空いた昼休みにはプールで泳いでいます。もう少し時間が有れば、スキー、テニ

スも再開したいですね。

そう、40歳で一度降りたバイクを、50歳を機に再度乗り始めました。時間が合えばお世話に

なっているツーリングTEAMや、知人と愛車「MOTO GUZZIBrevaVllOO」で走っていま

す。

「京の着倒れ、大阪の食い倒れ、神戸の履き

倒れ」に習って、服や鞄、装飾品を買うのは

楽しいですね。ショッピングモー）レやアウト

レットモール、お気に入りショップにチョク

チョク出没しています。

食べ歩き、飲み歩きも好きです。グルメ雑誌

をチェックして「食べログ」に登録、グーダ

ルマップには星がいっぱいです。好みの店に
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富山県雨晴海岸より立山連峰を望む

行きついた際には、知り合いに教えたくなります。

マイブームのお酒は、5年前からはまった「焼酎」「泡盛」です。

少しの空いた時間には、御員虞の酒屋さんに通っています。

アクティブに動くことで世間の情報も取り入れる事もできるの

で、外に出るのも大事なことですよね。

○自分を客観的にみてどんな性格だと思いますか

基本は真面目なのですが、早とちり、情に脆く、お人好しで涙も

ろいです。打たれ弱く、褒めて伸びるタイプですかね。

若い時は反骨精神が旺盛でした。何でしょうか、これも生死を意

識した手術より変わったかも知れませんが、他人の言葉をしっか

V）と聞き理解するようになりました。現在はアドラー心理学に関

心がありますが、やはり他人の言動などは気になってしまいま

す。そして、軽妙洒脱な男でありたいと思います。
松尾大社おいで祭（郡）にて

私的な見解ですが危機的な状況を経験された方は、何か言葉の重みが違うと感じます。
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○柔道整復師のコンプライアンス（法令）に関して何か思うところはありますか

私の開業した当時は皆さん、接骨院の屋号は「苗字＋接骨院」を

保健所に申請していました。整骨院・鍼灸整骨院などの屋号は、

受領委任（患者に代わって費用を保険者に請求する）を取り扱う

柔道整復師の施術所には無かっだのです。今は厚生労働省のホー

ムページにも整骨院の文字も上がっていますので、何とも言えな

い状態なのですね。

個人の意見として昨今、広告や看板なども柔道整復師法に則った

ことが、一部の柔道整復師が行なっていないのに危惧をしていま

す。法令遵守は守って当たり前であって、法律が柔道整復師を

守ってくれるものであってほしいと思います。

非常にデリケートな問題でもありますので、今後の国の動向も気

になるところですね。

○今後の柔道整復師はどうあるべきだと思われますか。また、どう
アウトレットモールにて

いった形で生き残れば良いと思いますか

もっと職業・医療従事者としての「柔道整復師」に誇りを持って欲しいですね。根幹は「柔道

整復師」で介護や救護に係っている時でもです。先ほどの質問でもありましたが、法令遵守が

柔道整復師を守ってくれると思っています。そして私は、身の丈以上の事業はしないようにし

ています。

そして「学ぶことをやめる時が現役を辞める時」生涯現役でした原健先生の言葉ですが、何事

に対しても学びを忘れぬようにスキルアップをしていけば必ず道は開けると信じています。

どんな仕事でもそうですが「学び」を放棄することは進化を拒否することと同じで後は裏返し

かないですから、スキルアップしようとする精神は必要だと思います。

○最後に、柔道整復師、柔道整復師会に対して何か思われることはありますか

柔道整復師の成り立ち・歴史から学んで、先人が苦労されて「日本柔道整復師会」京都では

「京都府柔道整復師会」が柔道整復師を守ってこられたことを知りました。生業として「柔道

整復師」が出来ていることを理解して、もっと本会の行事や仕事に参加してほしいです。

今は理事の職をさせて頂いていますので、会員が意見をしやすい柔道整復師会にしたいです

ね。気軽にお声がけ頂ければと思っています。

今回はお忙しいところ質問にお答えいただき有難うございました。

（広報部　梅谷慎二）
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∴∴事二二章∴（．∵ヽ∴∴ � � 
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平成29年2月10日（金）午前11時より京都府警察本部本館3階会議室にて標記の協定締結式が行わ

れました。

この協定は、高齢者が被害に遭う可能性が高い特殊詐欺や悪徳商法を始めとする犯罪や交通事故の未

然防止のほか、認知症を原因とする高齢者の行方不明事案の早期解決を図るため、京都府警察と公益社

団法人京都府柔道整復師会が相互の連携・協力の下、高齢者が安心して暮らせるまちづくりの実現に向

けて締結されました。

本会より長尾清彦会長、柴田宗宣副会長、林啓史副会長、京都府警察本部より、高齢者総合対策統括

官（生活安全部次長）田中敏昭警部、生活安全企画課犯罪抑止対策室室長補佐中岡改頁警部、生活安

全対策課課長補佐水野哲二警部が協定締結式に出席されました。

長尾会長挨拶の中で「昔の接骨院は、身体のケガを

治療すると共に、地域の門番ゲートキーパーであり、

お悩み相談の場でもありました。今回もうー度、昔の

接骨院の形態に戻り京都府警察と連携して、いかに高

齢者を犯罪や事故から守る事が出来るかが大切と思い

ます。ちなみにデータとしまして京都府の接骨院で

1ケ月に施術をする患者さんは約15万人、75歳以上

の後期高齢者は約2万2千人です。府民の健康に携

わりつつ、如何にして府民に還元するかが大切だと思

います。今回の協定締結は、対面で患者さんを治療す

る接骨院特有の接し方とコミュニケーションの中で、

／饗（∞　∞ ����　8 撥贋欒襲犠／う 

撥羅題縫藩慈競叢駒義認 ��錯磯鶏 ��襲 織 ∴ 騒 ∴ i／ �　　　　　／難く鬱 で∴∴．∴　　∴∵‥　∴∴∴： 

∴ 懲 � �∴：∴ 題 § 綴 ∴ 懇 ∴ �誓殺‾ミ／ ∴∴ ���〉∋／… 懲鱒／、≡ ：∴∴∴ 繋醒醒醒閏避／態 

鱗、 

長尾清彦会長挨拶

身体の変化だけでなく心の変化、悩んでおられる事をいち早く察知して認知症の早期発見や特殊詐欺被

害の防止、運転免許証を自主返還するお助けなど、柔道整復師が一助となるきっかけになることを目的

としています。今日がスタートですので、公益社団法人京都府柔道整復師会として今後ご協力ができる

ことはしていきます。」と話されました。

書実り．． ：∴．∴∴ ∴∴∴∴∴：「 ＼／／／／懸 

∴∴：：言．∴∴∴：∵∴∴∴緋∴．子： 
∴∴ 　　／撥〉 ∴∴　∴一∴ 

躍＿ 

ポスター

生活安全部次長田中敏昭警部の挨拶では「京都府内の犯罪情勢は12

年連続して減少し、統計開始以来最少となり、数値的には一定の治安改

善が図られたところであります。しかしながら高齢者を狙った特殊詐欺

被害は依然、高水準で発生していす。また昨年、府内の交通事故死者数

は統計を開始した昭和23年以来最少の60人となったものの、その過半

数以上が高齢者で、今後ますます高齢化が進む中、高齢者を取り巻ぐ情

勢は大変厳しい状況にあります。本日、公益社団法人京都府柔道整復

師会と京都府警察が連携して、高齢者が被害に遭う犯罪や事故の未然防

止等、高齢者の安全対策に取り組む運びとなったことで、より一層、高

齢者が安心して暮らせるまちづくり推進が図られるものと期待していま

す。」と話されました。その後、協定締結における協定書が交わされま

した。
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今回の協定締結に先立ち、公益社団法人京都府柔道

整復師会の取り組みでありました「特殊詐欺被害防止

を目的とした啓発ポスター」が披露されました。2013

年第5回世界形柔道選手権大会において古武道の「起

倒流柔術」演武をされた本会井上彰二会員と岡島順

会員がモデルとなっています。

このポスターは公益社団法人京都府柔道整復師会会

員の施術所、警察施設等1，000か所に掲示されます。

最後に出席者の集合写真を撮影して「高齢者安全対策

に関する協定」締結式は閉式されました。

（広報部　中川稔貴） 集合写真

i＼ 

i � � �　§ ：一∵∴　　　　　　　　　∴一 

平成29年2月5日（日）、日本武道館にて開催され

た「第40回　日本古武道演武大会」において、演武中

に倒れ心肺停止となった参加者に対して大角康之会員

は救護所の医師らと共にAEDによる除細動及び胸骨

圧迫心マッサージ、人工呼吸を実施して消防隊に引き

継がれました。救助された方は幸いなことに一命を取

りとめられ、元気に退院されたようです。

この功績に対して平成29年2月21日（火）、東京都

千代田区麹町の東京消防庁麹町消防署において感謝

状の贈呈が行なわれました。当日、大角会員は本会

長尾淳彦会長と共に東京都千代田区麹町にある麹町消

防署を訪れ、長澤和弘麹町消防署長より直接感謝状を

受け取られました。

∴∵： § � �� 

：∴∴∴ �∴∴一 � � � � 
∴∴ 

墾綴 � 

そして、京都府柔

道連盟の総会におい

ても、表彰状が大角

会員に授与されまし

た。

凝熊 
∴…∴ 　　　「∴∴ ∴∴∴∴∴∵∴∴∴∴∴∴∴： 

∴ 　　∴∴ 　　　∴ ∴∴中i∴∴∴ �� 

∴∴∴　　　∴∴∴∴　一 �� � 

寵聯＼醤　　　　‾繭撥 

∵ ∴ � �� ��∵∴ �∴ �∴∴　　　　　一　　　　　∴∴∴ 
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議＼ 

：∴∴∴∴∴∴ �� � �8－や § ∴ ∴： ∴ ：∴ 

8　8　8 �� � � � �J幸鉦説 � �繊／絡鐸綾藩論 �� 「∴子鱗：∴ 

大角会員は本会救護隊本部隊員で、日頃から救急救命・救護活動に

取り組まれています。公益社団法人京都府柔道整復師会としての誇り

です。

（広報部　中川稔貴）

参照：柔整ホットニュース

（https：／／www．jusei－neWS．COm／gyoukai／topics／2017／02／20170223．

html）
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平成29年3月19日（目）午後1時30分より京都府民総合交流プラザ京都テルサ東館3階大会議室に
て第68回京都接骨学会が開催されました。池辺徹学術部部員が総合司会を務め、柴田宗宣副会長の開
会の辞の後、長尾清彦会長の挨拶がありました。次に会員発表に移り、下記の順で発表されました。
①演題「棲骨遠位端骨折後みられた長母指伸筋腱断裂の一症例」南丹支部　服部博幸会員

53歳女性の症例について、長母指伸筋腱断裂の原因を推測、考察を加えられた発表でした。

②演題「大腿骨骨幹部骨折と膝関節拘縮」北丹支部　菅原不二雄会員
医師より依頼された高齢者の大腿骨骨折後の膝関節拘絹について考察を加えられた発表でした。

③演題「新柔整捻挫」東山・山科支部　岡村優輝会員
京都接骨学会において岡村会員が発表された「急性・亜急性の
一考察」「捻挫の一考察－「急性・亜急性の一考察」をふまえて－」

の続編といえる発表です。
その後、表彰に移り長尾会長より表彰状と楯が発表者に贈られまし
た。

京都接骨学会が終了し、続いて岸本隆幸保険部員の司会で保険講習
会に移りました。講習内容は以下の通りです。
①「最近の保険情勢」中村英弘保険副部長

，、鶉、、i ／（＼（誤 ���� �∴　∴ 

8 � � �� � ����� 

∴　∴∴∴∴ ����§ � �� � 

．一∴ ∴∵「∴∴：∴ ��j �∴∴ ∴∴∴ �� �� �諮 

会場京都テルサ東館

疑義返戻などについて詳細に件数、内容、傾向、対策について解説されました。また、施術録記載
上の注意点など解説されました。

②「カリキュラム改正制度改革業界はどう変わる」長尾淳彦会長
柔道整復師の業務についての解説から始まり、平成30年4月から改正される養成校での新カリキュ
ラムの内容について、学生の臨床実習についての要件、日常業務について来院簿や施術録について
の補足事項、電子請求の動向について、公益社団法人の意義、地域包括ケアシステム等々、多岐に

渡る内容でした。

以上で当日のプログラムは滞りなく終了し、林啓史副会長の閉会の辞により成功裏に終了しました。
参加者数は会員132名、研修生3名、会員外2名でした。

：　　　　：：：：： �§ �§ � � 

e �∴∴ � ��� � 

∴：∵：　　：： �� ��∴ 「 ��� �＼／i＼／鵜／ 

／ � 

∴∴ ������� �� � � � 

∴ 

長尾淳彦会長と発表者の面々

長尾淳彦会長挨拶　　　　中村英弘保険副部長
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保険講習会司会
岸本隆幸保険部員

総合司会
池辺徹学術部員
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平成28年12月18日（日）西舞鶴の西駅交流センター3階ホール、平成29年2月19日（日）京都府民
総合プラザ京都テルサ東館2階セミナー室の両会場において、標記講習会が開催された。これらは高
齢者および障害者等が住み慣れた地域で安心して生活できる環境を整備するため、京都府の補助金事業
の一環として企画されたものである。平成28年11月13日（日）に先行して開催された、第67回京都接

骨学会における、京都府立医科大学リハビリテーション医学教室講師伊藤倫之先生による「ロコモティ
ブシンドロームと腰痛症について」と題して行われたご講演と上記2会場のいずれかを受講された方の
みに修了証が授与される。内容は両日ともほぼ同様であり、次第は以下の通りである。

司会進行　学術部　池辺　徹

1．開会の辞　　　　　　　　　　　　　（公社）京都府柔道整復師会
2．会長挨拶　　　　　　　　　　　　　（公社）京都府柔道整復師会
3．オリエンテーション　　　　　　　　（公社）京都府柔道整復師会
4．講師紹介　　　　　　　　　　　　　（公社）京都府柔道整復師会

副会長　柴田宗宜
会長　長尾清彦

学術副部長　田中弘昭
学術副部長　田中弘昭

5．研修「訪問活動をする上での心得一地域支援事業の立場から～」
大浦・朝来・志楽地域包括支援センター　センター長　柴田崇晴　様

「運動器疾患を有する高齢者に対する基本動作介助法の習得」
京都リハビリテーション病院　理学療法士　万谷　健　様

介護老人保健施設　深草京しみず　理学療法士　山本あいね様
（舞鶴会場）介護老人保健施設　深草京しみず　理学療法士　江口輝行　様

（京都テルサ会場）介護老人保健施設　深革京しみず　理学療法士　丸山勝也　様

6．修了証授与
7．閉会の辞

（公社）京都府柔道整復師会　　　　会長　長尾淳彦
（舞鶴会場）（公社）京都府柔道整復師会　　学術部長　綾田剣一

（京都テルサ会場）（公社）京都府柔道整復師会　学術副部長　田中弘昭

∴　∴∴「 

実　美 
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「言∴：÷ 　　　　　　　　　　　∴ 

西駅交流センター

∴∴∴ 　§ 　∴∴∴ 
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強豪／穎騒騒媛鶴 
∴ ∴∴∴： ��： �∴ § �）湧 �∴∴ 　∴∴∴： ��∴　　　　　　　∴ 

京都テルサ

〈研修内容〉
1講目として、大浦・朝来・志楽地域包括支援センターセンター長の柴田崇晴講師に「訪問活動をす

る上での心得一地域支援事業の立場から～」と題し、プロジェクターを使用し、パワーポイント資料に

沿って、まず「介護保険における相談からサービスまでの流れ」の解説の中で、平成29年4月1日か
ら一部の地域を除き、京都府内市町村全域で「チェックリスト」・「総合事業」が追加される旨のお話が
あった。次に、「訪問活動をする時のポイント」や「認知症の方との接し方」等を、講師自身の日常業
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舞鴇会場の講習風景

柴田崇晴講師

京都テルサ会場講習風景

鰭 �8 �§ �� 

∴∴ ：∴ �∴キ ∴意 

8 ∴ ∴「 �83 蟻酸 �　∴ 　罷擦麟＼／／ § 

舞輯会場の講師陣

∴∴∴：∴∴ 
：∴∴∴∴∴∴∴ ��＼㊥／ 

饗 ∴： �灘 �籍 ∞麹 ∴∴ ∴　　∴　∴ 

プロジェクターによる講義風景
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京都テルサ会場
右から万谷・山本・丸山講師

務から体験を交え、実際に家庭を訪問した際の留意点について詳細にわかりやすくご講義いただいた。
最後に地域包括ケアシステムについてお話いただき、1講目は終了となった。
2謹白として、「運動器疾患を有する高齢者に対する基本動作介助法の習得」と題し、京都リハビリ

テーション病院理学療法士方谷健講師より、まず、「高齢化社会の現状と今後」・「代表的な運動疾患の
病態と注意事項」等を、パワーポイント資料を基にプロジェクターを使用し座学中心の講義が行われた。

次に「介助のコツ」・「基本的な介助方法ついて」、介護老人保健施設深革京しみずの理学療法士
山本あいね氏・江口輝行氏（舞鶴会場）・丸山勝也氏（京都テルサ会場）による実技が行われた。舞鶴
会場では、3グループに分かれて実技実習が行われた。各グループに与えられたテーマで介助法を模索
しながら行い、各グループの代表が実際に全員の前で実技を行った。その上で講師陣の方法、解説が行
われ、考えながら実技を学ぶことを主眼として進められた。様々な対象者の条件を考慮しながら、より
合理的かつ対象者や介助者の負担にならないよう留意した介助法のエッセンスを学ぶことができだと思
われる。他に介助者の負担を軽減するスライディングボード、介助ベルトなどの解説が行われた。京都
テルサ会場では実技実習は行われなかったが、山本・丸山両講師による実技ライブ映像をプロジェクター
に映し出し、それについて万谷講師がわかりやすく解説された。続いて、万谷講師による「日常生活動
作を行う上での評価について」・「日常生活動作訓練について」の講義が行われ、研修は終了となった。

最後に代表者に修了証が授与され、講習会は成功裏に終了した。
（広報部　安田優二　波多野晃彦）

「∵∵∵． ������ 
∴∴∴∴∴∴　： 

「 ��∴∴∴∴ 

∴∴∴「∴　∴∴ 　∴ 「∴ ：∴ ��� � � 

∴∴「∴∴∴ ����� 

ライブ映像による講義風景 長尾会長から修了証を授与される
山村政男会員
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財団法人日本武道館と日本古武道協会が主催する日本古武道演武大会が、平成29年2月5日（日）
東京北の丸公園の日本武道館において35流派が出場し盛大に開催された。

日本で育まれてきた壮大なる武の系脈、その多様な彩りは観る者を魅了する。そんな、武の匠の技を
無言の内に競い合う、武道家たちの競演まさに実戦が原則の真剣勝負である天神真楊流と起倒流柔術
は、講道館柔道の創始者である喜納治五郎師範が学んだ流派として知られている。
起倒流柔術は現在、講道館柔道古式の形として保存、伝承されており今回はその古式の形の原形であ

る起倒柔道鎧組討の影が表現された。
古武道諸流を比較考察することで見えてくる武道文化、今大会では、剣術、柔術、各種の武器術に分

かれて演武が行われ、流派の歴史時代背景、流派の継承者、流儀流派の伝承地、それらの違いが古武道
流派の風格となり技となって、日本伝柔術の千変万化の技法を誕生させ連綿としてその道続を伝えてい
る。

最後に陽流施術を以って演武納め、第40回日本古武道演武大会は壮観を日本の貴重な文化遺産であ
る演武大会であった。

日本の古武道は真剣勝負という逃避出来ない極限の精神状態で技と心を一体に修練し、流派という独
特の精神世界を構築してきました。

現代においても色槌せることのない流儀起倒流柔術の、乾坤一蘭の捨身技、捨て、生きる

「∴ ∴∴ 

∴∴ � �＼’／藤 

∴ � � � 

∴；∴ � 

∴一一i ∴∴ ∴∴ § ∴∴ �� � 

∴ ：∴ ∴∴∴－ ノ綴／谷誓溌 轟浮篤 ∴∴「∴ § ��� �i 
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§ 

∴ 
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∴∴ 
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第40回　日本古武道演武大会

1趣　　旨　わが国の長い歴史と伝統を持っ古武道の「技と心」を広く一般に紹介し理解を得るため、

全国各地に伝わる古武道の中から厳選した流派による演武会を開催し、文化遺産である

古武道の保存伝承に寄与する。

2　名　　称　第40回日本古武道演武大会

3　主　　催　公益財団法人日本武道館、日本古武道協会

4　後　　援　スポーツ賞、読売新聞社、日本放送協会NHK

5　協　　賛　日本武道協議会、全国都道府県立武道館協議会

6　期　　日　平成2年年2月5日（日）

7　会　　場　日本武道館（東京都千代田区北の丸公園2番3号）

8　次　　第　開会式　10：30－10：50

演　　武　11：00－15：50

閉会宣言　16：00（予定）

q∴出場流派名　古武道35流派

諸賞流和、天神真横流柔術、大東流会気柔術、起倒流柔術、本撥楊心流柔術、関口

斬心流柔術、竹内流柔術腰廻小具足、溝川一流柔術、常田流剣術、溝口派一刀流剣

術、北辰一刀流剣術、天真正伝香取神道流剣術、鞍馬流剣術、天然理I＼書流剣術、心

形刀流剣術、示現流兵法剣術、無隻直借英信流居合術、田宮流居合術、水鴎流居合

剣法・正木流鎖鎌術、伯着流居合術、初賓剣理方一流甲胃抜刀術、関口流抜刀術、

風借流槍術、佐分利流槍術、無比無敵流校術、竹生島流棒術、楊心流薙刀術、肥後

古流長刀、琉球古武術、琉球王家秘伝本部御殿手、柳生心眼流中富兵法、陽流砲

術、荒木流拳法、根岸流手裏剣術、小笠原流弓馬術

10　演武時間1流派7分40秒、入退場20秒の計8分

〈起倒流柔術〉

監督　長尾淳彦

取方　井上彰二

請立　岡島　順

記録写真　西村美紀

マネージャ一　大角康之

（参）西村正樹氏（東映）
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京都の接骨の源流を探る② 

本会鶉明期の弾傷 
初代会長、稲葉太郎氏の周辺
稲葉氏が1920年（大正9年）に柔道整復師免許試験に合格し、1922年（大正11年）に本会

が創立され、初代会長に就任されたことは前回に記した。当時は警察署内に衛生部があり、柔道
整復師はことあるごとに医師の同意の下に行っているかなど厳しく取り締まりを受けていたと
のことであった。こんな時代に稲葉氏は自宅施術所に寝台を置き、白衣を着用して従事し、「誇

大なり」と始末書を取られ、武道関係者からは「稲葉は接骨をやり、金を儲け、金銭の奴隷なり」
と罵られたという。

しかし信念をもって接骨術の研鐙、学の構築、技術向上など業界発展のために努め、大阪の北
泉勝臣民らと共に幾度か学術講習会などを開催して医学的技術の向上を図り、大阪大学医学部で
医師（小澤修造博士と思われる）の指導の下、人体解剖や接骨技術の講習会を開催された。その
講習会には関東、東海、近畿、中国地方より多数参加されたとのことであった。また、氏はレン
トゲンにも早くから関心をもち、京都の島津製作所の後援で当時の権威者、浦野多門治博士の指
導の下、研究に励まれた。島津製作所のウェブサイトによると『1909年（明治42年）わが国初
の医療用X線装置を完成』と掲載されている。大正～昭和初期の当時、島津製作所では柔道整
復師用のⅩ線装置を製作したそうである。また、本会は当時から東京での会合にも可能な限り
出席していたとのことであるが、上京費眉の捻出には副会長の松浦新、道端徹の両氏が苦労さ
れていたとのことである。

さて、稲葉氏の関わった編著の判明分を下記に表で示す。

題名 �編著者 �発行 �発刊年 

「柔道整復術」 �稲葉太郎・安井寅吉 �柔道整復術協盛会本部 �1921年（大正10年） 

「柔道接骨学総論上巻」 �稲葉太郎・北泉勝臣 �文武館出版部 �1933年（昭和8年） 

「柔道接骨学総論下巻」 �稲葉太郎・北泉勝臣 �文武館出版部 �1934年（昭和9年） 

「柔道接骨学各論」 �稲葉太郎・北泉勝臣 �文武館出版部 �1935年（昭和10年） 

「柔道整復術」の共編者は大阪鳥潟病院勤務安井寅吉氏であり、後に岡山県柔道整復師会
初代会長になられた方である。稲葉氏の肩書は「大日本武徳会本部武道専門学校教授尚徳館館
長柔道教士」となっている。この本の目次の大項目を以下に記す。

「柔道整復術」【目次】
第一編　整復撃

第一章　総論 第二章　整復撃各論

第二編　後療法
第一章　繍帯撃　　　　　　　　　第二章　副木
第三章　刺戟誘導法及び消炎法　第四章　マッサージ法

第三編　消毒掌
第一章　消毒法の意義（目的）　第二章　理学的消毒法
第三章　化撃的消毒法　　　　　第四章　消毒の應用

次に「柔道整復術」の序文を仮名遣い等、変更して掲載する。

「今回、内務省令を以って柔道整復術の取締規則発布と共に当局に
於いて開業試験が施行されだが、これを研究し、益々その深奥を探ら

「柔道整復術」扉部分　　んとする者達にその敷居を広げ、その研鐘に費やすべき書を求める者
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「柔道整復術」文中抜粋

が多くなっているが、未だこれに適するものなく、誠に遺憾と

する。よって整復術を志す柔道家に直接必要にして、間接的に
柔道の進歩、発展の一助となり、かつ柔道最終の目的とすべき
世を補益することを実現するため、我々の必修とするべきもの
としてこの学問の普及発展に注ぎ　この参考書の編纂に脅意す
るが、如何せん共に浅学非才に加えて日常業務が多忙であり、
斯道の研究に没頭していたが今日に至り、今や時運の要求は発
刊の遅延を許さず、やむなくこの度「柔道整復術」と題して刊
行することとなった。

本書は現行規定の開業試験科目に準じ、努めて簡易を旨とし、
受験の程度に適合するところを掲載し、読者が記憶しやすいよ
うに努めたものであるが著作要求が切なるものであり、急遽の
発刊であったので編者の意に満たない部分も残っている。整復
術は医療の一技術にして解剖生理学の如きは適切なる治療法を
施すにはその基礎を以って詳論すべきなので読者諸氏は本書の
他に適当な書を以って習得に努めて頂きたい。

本書を一読して理解に苦しむ諸氏
は一層解剖学を究められることを切望する。少なくとも整復術を修め
んとするものは本書に記載せる解剖学上の名称、部位等は的確に理解
できてなくてはならない。参考書として故今田束氏著作の「実用解剖

学」などは最も適当なものと認めるところである。本書も幾多の参考
書を頼りに上辞したものであり、今後さらに版を重ねて改善し遺漏な
きように努めたい。
ちなみに本書編纂の資に供したる参考書中、その主なものは

茂木蔵之助『新撰外科纏論』、松本喜代美『臨淋小外科』、足立寛
『整骨固説』である。読者諸氏はこれらの専門書で一層研鎖されんこ
とを切望する。大正10年8月1日　編者記す。」
※「柔道整復術」は国立国会図書館デジタルコレクションのサイトで

閲覧可能である。
http：／／dl．ndl．go．jp／info：ndljp／pid／935237

この序文の内容によって柔道整復師試験の教

科書的役割を担って本書が発刊された事情を読
み取ることができる。「柔道整復術」より12年

後から3年にわたり発刊された「柔道接官学総
論上巻」「柔道接骨学総論下巻」「柔道接骨学
各論」はかなり内容を充実させた力作であるこ
とは想像に難くない。これらの著作については

目次のみ国立国会図書館デジタ）レコレクション
のサイトで閲覧可能である。

昭和前期の状況

第2代会長松浦新氏

初代会長稲葉太郎氏
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∴：∵ ����� ��∴∴ 

∴　∴ �∴： 畿讃 i ∴ �　〈鋭 ＼雛駁 ∴ ���灘 � ���縦 ��：一　言 

∵∴÷∴∴ 欝、＼ ∴∴ ∴∴ § 美 § �一一∴∴∴：∴ 十㌧ ���∴∴ ∴：∴ ��∴∵∴ 

灘 �∴ � �＼撥i〉 疋／／＼ � �∴∵ � �∴∴∴ ��� 

東京での会合が行われていた上野、精養軒

按摩術営業のなかで接骨に従事していた柔道家たちはその身分に
満足せず、1930年（昭和5年）頃から柔道整復術の単独法制化を求
めて期成同期会を結成し、活動を続けていた。1932年（昭和7年）
には本邦初の柔道整復師養成校、大阪接骨学校が設立（医学博士
行岡忠雄氏による）、1938年（昭和13年）には全国の都道府県知事
と健康保険取扱協定書を締結して、療養費受領委任払い方式を取得し
た。

そこから2年を遡る1936年（昭和11年）8月、本会代表者であっ
た稲葉太郎氏が本会を退会された。理由は不明である。これにより
本会は木犀町松原の「鮒鶴」で緊急臨時総会を開催し、協議の結果、
松浦新氏（1921年（大正10年）12月合格、大阪府免許第11号）が
第2代の本会会長に就任、道端徹氏が副会長として補佐されること
となった。松浦氏と道端氏は健康保険取扱いにおいて全国の同志と
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昼夜を問わず会合協議を行い、交渉手続きにつ
いても五里霧中な状態の中、行政機関にも日参

し、1936年（昭和11年）、遂に受領委任払い

方式で保険取扱いが実現した。全国的にも京都
はいち早く受領委任払い制度の協定を得だと思
われるが、当時の保険取扱いは大変、面倒な手
間のかかるもので単価も低いものであった。し
かし、この頃から会員数も増加して30名を超
え、会としての基礎も固まってきていた。1937

年（昭和12年）4月に「鮒鶴」で定時総会が
開催され、役員改選が行われた。第3代会長と
して清水久次郎氏が就任された。清水氏は学校

長さにわたって本会行事が開催されていた料亭鮒葡

安全会とも保険協定を結び、1938年（昭和13年）9月5日には京都市電気局健康保険組合と保
険協定を結んだ。
1940年（昭和15年）になって退会されていた初代会長、稲葉太郎氏が本会に再入会された。

その際、「平安会」という団体を組織して会長就任された。そのこと
で会員間に紛糾が生じ、分裂状憩に発展したのであるが1943年（昭

和18年）には1本化となった。その年には清水会長が辞任され、第
4代会長に斉藤善一郎氏が就任、久衆意、青木治太郎、砂田松治郎の
三氏が副会長に就任された。
世間的には1941年（昭和16年）に真珠湾攻撃が行われ、太平洋戦

争が勃発、日本は戦争の渦の中に巻き込まれて行く。物資、包帯材
料、消毒薬などは配給制度となり、斉藤氏は衛生部、保健部に交渉の
ため日参したそうである。また大阪や神戸の空襲で救護斑として医
師、看護師らと共に再三の出動があったとのことである。

昭和中期の状況
1945年（昭和20年）8月15日、太平洋戦争は終局したが、アメリ

カ軍の進駐で国内は混乱状憩を呈した。1946年

今により柔道整復術営業取締規則が制定され
た。ところが1947年（昭和22年）には米進駐

軍の圧力で医師以外の非医業（鍼灸、按摩マ
ッサージ、柔道整復など）の廃止を含めた対応
を勧告され、柔道整復術営業取締規則も新憲法
発布と共に失効となった。そのよう到犬況下で
はあったが、その年の間に新たに「あん摩、は

り・きゅう・柔道整復等営業法」が公布される
こととなった。そこには時の厚生大臣一松定吉

氏（第5代全日本柔道整復師会会長）や、第6
代会長（日本接骨師会）就任の医師、小林大乗
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五条大橋東詰めより1955年（昭和30年）

（昭和21年）厚生省
第3代会長清水久次郎氏

i ∴∴∴ ∴：∴∴∴∴∴ 

∴　　　　　　　　　一∴一一一　　　　∴∴∴∴二三：－∴∴∴∴． 

．…∴∴∴∴ 　　　　∴∴ �∴∴∴∴∴　∴∴∴　∴ 

∴∴∴∴∴∴∴∴「∴∴∴ � 

∴∴「：：予言鋲繊∴∵「∵「∴rr「．∵「＿rr＿rrr＿∴∴∴∴∴∴ 

京都駅旧駅舎
1952年（昭和27年）～1993年（平成5年）

氏や武見太郎氏（後の日本医師会長）に協力を
懇願して状況打開したとの経緯が伝わっている。
しかし、戦後の混乱状況の影響ゆえか、日藍は
1950年（昭和25年）に日本柔道整復師会と日本

接骨師会に分裂、その3年後には「社団法人全
日本柔道整復師会」として統一された。法律に
関して前述の営業法は1951年（昭和26年）に

「あん摩、はり・きゅう・柔道整復師法」と改称
された。

京都の状況に話は戻る。1940年（昭和15年）
に本会内で分裂が起こったことは前述のとおりで
あるが、1951年（昭和26年）にも分裂の憂き目
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第4代会長斉藤善一郎氏

∴∴∴∴．「∵∴「∴∴： 
∴∴： � � 

藍藻∴　∴完 ．∴∴∴ 

∴∵∴ ∴∴∴ � ��葉欝＼＼譲滋 ∴∴∴∴鶴：∴：∴∴∴［∴ 

／　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼ � � � �、§） 

∴「 �∴：∴∴∴∴． � � � 

「∴ �∴∵「 �　∴「 ∴∴ ��　　∴∴∴∴：∴ ∴　∴∴∴ �「∴∴ 
∴∴「 ∴「∴∵ 一∴∴∴ � � ��「∴∴．∴∴∴．　　　∴ 

五条大橋東入る付近1958年（昭和33年） 第5代会長久家憲氏

を見ている。それは衛生材料の配給を分配することに端を発して新会、旧会に分裂して対立し
たものである。新会では会長に清水久次郎氏を、副会長には栗原民雄氏、道端徹氏を立て、旧
会では斉藤善一郎会長は引退し、久家恵氏が会長、副会長には羽山清次郎氏、阪井昇氏が就任
された。この分裂状態は数年続くことになってしまったが、1957年（昭和32年）にようやく

合同結成式が行われるに至り、新生、「社団法人京都府柔道整復師会」としてまとまることが
できたのであった。新生となった本会では第1期会長として清水久次郎氏、第2期会長として

久家恵氏の名が掲げられた。
（広報部　安田優二）

参考・引用文献（順不同）
・「社団法人京都府柔道整復師会会館竣工記念誌」社団法人京都府柔道整復師会

昭和59年10月1日発行
・「社団法人設立五十周年記念誌」社団法人京都府柔道整復師会　平成16年5月23日発行
・「柔道整復学構築プロジェクト報告集」社団法人日本柔道整復師会柔道整復学推進本部

2008年3月29日発行
・「柔道整復白書」社団法人日本柔道整復師会　平成15年3月30日発行
・「柔道整復術」稲葉太郎、安井寅吉共編　柔道整復術協盛会本部発行

大正10年8月7日発行
・論文「安井寅吉『柔道整復術』の成立過程の一考察」湯浅有希子、木下美聡

臨床福祉ジャーナル　第8巻一
・論文「安井寅吉『柔道整復術』と西洋医学の影響」服部有希子

臨床福祉ジャーナル　第8巻～
・目整広報　FeelGoVo12382016年夏号
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平成29年3月19日（日）午前10時より京都テルサ西館3階第2会議室において、標記懇談会が開催
されました。私が司会進行を務めさせていただき、山村政男副理事長の開会の辞、関弘美理事長の挨拶、
塚原貴史専務理事による平成28年度の概況報告、関弘美理事長による新規指定業者の認定証授与、出
席された指定業者の自己紹介の順で進行し、そして各担当者による個別懇談が行われ、懇談会は終了し
ました。当日ご参加いただきました指定業者は次の通りです。（株）みらいふ・メットライフ生命保険（株）
大阪アーバンA／〇・ワールドインシュアランスエージェンシー（株）・メットライフ生命保険（株）

京都烏丸A／0・プレデンシャル生命保険（株）・（株）フアロス・オクムラユニフォーム・（株）岡本・
京都内村屋・（株）日本トリム・東和ハイテック（株）・（株）ワールド・（株）エス・エス・ビ一・日本シス
テムグ）エイト（株）・（株）ユーテック・（株）コストトレード・スポーツバンク（株）

〈敬称略・順不同〉

董） ���∴∴∴∴∴∴　∴ 灘　　、＼慈滋、 
∴　∴∴∴　　　　　　∴∴∴∴：∴∴． 

∴∴ ∴∴　　一一一∴∴ 

∴　∴ 

∴ 額畷／ �∴∴ �rr∴ ∴ ∴∴一 � �：∴∴「：∴ �∴∴∴　∴ ∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴ § 
∴∴ ∴∴∴∴∴∴∵∴∴ 「∴ ∴∴∴∴∴ ∴∴∴∴∴ �，釜詫 �：∴∴：． ∴∵ ∴：∴ 醗滝谷績適／－＼／渡渡瀬鰯顕ミミ霊も／＼フ＼鏑 

塚原専務理事による概況報告

∴∴∴∴∴一『∴∴∴．　一一∴∴∴ 

∴： 
∴ �∴∴∴∴ 　閣闇溺醗醗 　　§ 装薬＼＼譲溺※懸緊繋讃圃 ���∴∴ ��∴∴ �∴∴ �∴　： 

「∴： 

個別懇談風景

懇談会終了後、同会場において早速展示会の準備が行われ、正午より展示会を開始いたしました。
当日限定の特別値引き商品の展示販売やサンプル品の配布が行われました。今回は、京都接骨学会の参
加受付を展示会場前で行なわせていただきましたのに加え、ワンフロアーでの展示会であったこと、ま
た協同組合より学会参加者へ当たり付の粗品を進呈したことにより、多くの来場者があり大盛況で幕を
閉じました。展示会にご参加いただきました指定業者は次の通りです。西尾衛生材料（株）・（株）フアロ
ス・（株）ミル総本社・（株）サンケイワーク・（株）日本トリム・オクムラユニホーム・東和ハイテック（株）
・（株）エス・エス・ピー関西営業所・（株）ワールド・日本システムクリエイト（株）大阪営業所・（株）ユー

テック・スポーツバンク（株）

〈敬称略・順不同〉
懇談会および展示会にご参加いただきました指定業者の皆様、お疲れ様でした。

（投稿：協同組合理事　波多野）

∴∴ �∴∴ 

醸＝（＝惑激務議題 騒き。∋灘妾塞緊…さ鞘 ∴子∴∴ � 

∴∴ �∴　　　　　　∴∴　　　　　∴ � 

∴∴「∴「 「 § ：∵ ∴ � � 

：言．　　∴ 「∴一∴∴　　∴ �； 

繋翳饗 � 

展示会場風景

∴∴ 
涙怒 

∴ 顧 �：∴　「 � �∴　． ��∵∴∴∴一 言一∵： 

∵ii �∴∵ �∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴∴ 

：　∴ �∴． �：．∴ 

∴一 � � �∴　　　　∴∴∴∴∴∴∴一 � 
談義 � ���一∴ ∴∴ 隻÷／＼＞ 

粗品配布および抽選風景
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平成29年3月11日（土）ウェステイン都ホテル京都において、午前8時
55分より午後6時まで表題の研究会が行われました。今回の研究会は宇治
武田病院医院長勝見泰和先生（現十条武田リハビリテーション病院院長）
が会長として開催されました。
本会からは、長尾淳彦会長の声掛けで多数の会員が参加させていただき

ました。
特別講演では、京都府立医科大学久保俊一副学長による「生体電気・

物理刺激の変遷」、招待講演では明治国際医療大学付属総合医療センター

：享 霊雪 …熊… � �緊繰 言練！ －∵： 「〕：：一点∴∴士 ：∴ 

し掬l 薄ミ 殻 、滋＿ ∴∴： 

∵∴ ��∴∴∴∴∴∴∴ �轟　∴ 

今井二郎先生による「統合医療における物理的刺激療法の役割」と題して　挨拶をされる勝見泰和先生
講演をされました。教育講演では、北海道大学病院リハビリテーション
科池田聡先生による「ストレッチと筋力増強」、同志社大学大学院スポーツ健康科学研究科北條達也先生による
「運動器温熱療法のエビデンスを求めて」、ランチョンセミナーでは、広島県障害者リハビリテーションセンター
水関隆也先生による「RA上肢のリハビリテーション」の講演が行われました。

そしてシンポジウムでは、明治国際医療大学鍼灸学部臨床鍼灸学講座による電気刺激の研究、日本体育大
学の保健医療学部付属臨床実習施設「スポーツキュアセンター横浜・健忘台接骨院」の電気刺激の研究と有
用性についてのなどの講演と、シンガポールのクリニックで診察をされている医師から補完統合医療（CIM：
ComplementaryIntegrativeMedicine　伝統的医療）の説明、大学看護学部教授から見た代替補完療法としてのリ

ラクセーション法のなどのお話、一般発表では大学・病院の医師などによって、生体に対しての電気刺激有用性
の研究が発表されました。
今回、初めて参加させていただきましたが、私たちが日ごろ施術の一環として使用している、温熱療法・低周波・

高周波・超音波などの有用性と可能性を認識できた学会でした。
（広報部　中川稔貴）

五　一　i � 支部だよ）炉一・一・一・一・一一一一・11・・一一一一一一一一一一一一一一一一 　京都北丹会研修会＆新年会 � 

通信員　横　町　和 �宏 

平成29年1月22日（土）に京都北丹会の研修
会＆新年会がセントラーレ・ホテル京丹後にて
開催されました。一週間前は大雪で開催が危ぶ
まれましたが、大雪警報も解除されて無事に開
催することが出来ました。村上由一支部長の挨
拶の後、12月18日（日）に舞鶴市内で開催され
た研修事業についての話や、4月から始まる総

合事業における柔道整復師としての関わり方に
ついての話がありました。柔道整復師として介

護事業に携わる会員もあり、活発に議論が繰り
広げられました。総合事業に柔道整復師として
参画出来るように、個人単位ではなく、支部活
動を通しても働きかけていかなければならない
と強く感じました。その後、支部研修会として

最新の固定用具を使用した固定法について学び、
各会員が日常の業務で用いている固定法を共有

ミ邁 �∴　∴「∴∴∴∴：∴∴∴ 

∵∴∴ � � � � �∴∴ � 

／／獲／ �� � � �熊襲 ���������8 ∴ 

㊥（ 　　∴∴∴∴∴　「 

灘ミ邁 ����������∴∴∵ ∴： 

騨88 ：∴∴∴ § ∴∴∴∴ �� �∴∴；「；∴；∴∴∴ 　㊥ 

∴∴「∴一 

慈懸 �� �� � 

する事ができました。同じ症状でも固走法が会
員間で異なっており、新たな発見があり有意義
な時間となりました。その後は懇親会が盛大に
行われ、冬の味覚であるカニ料理を堪能しまし
た。新入会員の河原巧会員を囲みながらの和や
かな雰囲気の中、ベテランから若手までの会員
が情報を共有し、夜遅くまで宴は続きました。

∴∴ ∴∵ 

∴∴　∴　∴∴∴∴∴：「∴十∴∴∴∴一一 

∴：「∴　∴：∴∴ 

∴：∴ � � � 

∴患∴一∴∴∴一．∵一∴一∴∴ ��� � � �� � �∴∴ �：∴∴「．　　　　∴∵∴ 

∴∴∴一∵∴∴∴ ∴「．∴∴ 　撥 ��� ��∴∴ ∴： ∴ � � �：∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴ ��∴． 
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伏見支部会
通信員　松　本　吉　弘

平成29年2月18日、午後5時30分より八

坂神社南門前にある「祇園畑中」において支部
会、懇親会が開催されました。
事業部長・保険副部長の中村英弘先生をお招

きし最近の保険情勢及び新会館建設に向けての
お話し等をしていただきました。

その後、近藤桂市会員による乾杯のご発声に

美 

．∴仁一 　　　　　　　　　　　　∴∴ 

＼）総9／ � �� �美 �溺／ 

∴∴∴∴ ∴．∴∴∴：∵∵∴ ∴∴∴∴∴∴∴ 

麗翳繋慈懇繋謬≡強襲欒i 

より、懇親会が始まりました。おいしい料理を
いただきながら親睦を深め和やかな雰囲気で宴

が進み、最後に戸川和孝支部長より新支部長・
幹事・会計の紹介があり閉会となりました。今
回も出席者が19名と少なく、ご多忙で参加出
来なかった先生方も次回は是非、参加していた
だけることを望んでおります。

一∴　　　　　　　　　　： 

∴　∴ 

：∴ ∴∴ �　§ ∵　　∴：∴ �　∴∴∴∴一 　∴∴一 言．∴∴：∴： 

∴： ；∴： ：∴ ：＼＼＼）縫 ∴ 　∴ ��� �．∵∴ �∴ �∴∴ �§ 鰭 「 ∴ 

支部だより舘 北区・上京区 � 
・左京区合同支部会 

通信員　山　形　高　明 

平成29年2月25日にウェステイン都ポチ）レ

京都にて北区・上京区・左京区の合同支部会を
開催いたしました。
40名の会員が集まり各支部に分かれまして、

近況報告や会員動静の報告が支部長より行われ
た後、任期満了による支部役員の引き継ぎが行
われました。

その後、本会から来賓として長尾淳彦会長に
お越しいただき、来年平成30年4月より柔道
整復養成学校の抜本改革があり、養成学校数が

：∴∴「「－言∴　∴ �※ 

∴∴∴∴∴∴∴∵「 ��∴∴　∴∴∴∴∴ 

∴ 

：∴「∴∴ 
製饗謙譲識 � � � � �∴一∴∴∴∵一∴∴∴∴「 

少なくなっていく報告と電子請求（カルテ）の
移行についての現状報告がありました。
19時から懇親会が始まり、いつもですが支

部の隔たり無しの有意義な情報交換の場となり
あっという間の2時間でした。

最後は、柴田宗宣副会長と白岩利典会員の御
二万による万歳三唱で閉幕となりました。

次回、秋季会は左京と北・上京の単独での支
部会になりますので、ご参加の程宜しくお願い
いたします。

∴∴ � ��∴ �� 

∴∴∴ � �� �������������藤 ∴ ���� 

轍 ��� ��� � �� � �� � � �� ���� � � � � 

∴∴ ������� � ���∴∴ ∴「 ���∴∴ ����������� � ��� 

黛 ���：∴ 釜漆 � �∴∴∴ ���������∴∴ �� ��� 

∴ � � � �∴∴∴　　　∴∵：∴ ���������������．「∴∴： 
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宇治支部会・懇親会
通信員　保　田　宗　伯

平成29年3月4日（土）、宇治市「花やし
き浮舟園」にて、支部会員17名、本会より
長尾清彦会長を迎え、計18名で支部会が開催
されました。午後5時00分より、輿那覇秀毅
支部長の挨拶から支部会が始まり、近況報告、
会員動静等の報告が行われました。

次いで、平成28年度の支部会計報告が会計
担当の広林一成会員より行われ、次期新三役、
支部長に清畠高弘会員、会計に崎山貴之会員、
通信に池田和重会員の紹介が行われました。

∴∴∴ ∋§ �∴∴　∴∴∴∴：∵；∴ 閣闇醒闘醗 �����曝擬製、擬態饗躍躍 　∴∴∴∵一 ）騒駿綴縄 

∵ �∴∴： ����∴：∴∴題0000書籍霞霞葛SSSS〇 一∴∴∴ �� � �薄絹 

∴∴∴∴ � ���� ∴∴ 澄撥 � 

本会来賓として、長尾清彦会長にお越しいた
だき、柔道整復師の業務、課題、展望について
お話頂き、3月11日（土）に開催される、第44

回日本生体電気・物理刺激研究会参加の呼びか
けをされました。午後6時30分より、懇親会
が囲本清会員の乾杯の音頭で始まり和やかな宴
となりました。

瞬く間に時は過ぎ、南賢三会員の一本締めで
閉会となりました。最後に輿那覇秀毅支部長、
二年間お疲れ様でした。

＼緩。＼ ������� �襲 

∴．∴÷ �����（ 一「∴∵∵∵∴∴ � �　一∴∴ 養／ 

：「 �����∴ ∴∴∴－∴ 　纏熊 � 

∴∴ �� � � �∴∵ �� 

支部だより　一一一一一一一一一一一一一一一一 � iRL 　西山会研修会 � 
・懇親会開催 

記事　中　川　稔　責 

平成29年3月18日（土）、京都ブライトンホテル、
ウインザーにおいて長尾淳彦会長をお招きして、右
京、西京、乙訓支部による西山会を開催しました。
加藤喜一右京支部長の司会で午後5時30分より始

まり、初めに長尾清彦会長よるご挨拶と最新の業界動
向についてお話をいただきました。「明日の接骨学会・
保険講習会でお話をしますが」と前置きされたうえで、
いよいよ厚生労働省が電子請求（レセプト）の準備を
始めます。日整がテストに協力することとなったこと
等をお話されました。その後、各部の事業報告があり、
研修会となりました。今回は、加藤右京支部長のお知
り合いで、コンディショニングトレーナーをされてい
る村上光男様より「スポーツ現場での柔軟性のチェッ

∴∴ � 

∴∴∴　　　　　　∴∴∴： 
＼）／≧－ � � � � � 

琵 ∴∴ �：∴∴ �熱願麗灘懸懇 �� �：∴ � �∴∴ �∴　「∴∴ 　一∴ 
「∴ � � �　　言「 　　醸－、 弼国語醒軽譲鬱 �� �� �藍藻幾／＼燕 ∴∴∴：∴ 

講義中の村上光男氏

クと評価」と題して、講演いただきました。村上先生
は現在、プロ・アマスポーツ選手のトレーナーとして
ご活躍をされておられて、現場での貴重な体験談など
のお話をしていただき、実技を交えて解りやすく指導
・講演をされました。研修会終了後、午後7時より

同じ会場にて懇親会が行われました。開会のあいさつ
を藤野勝弘先生にしていただき、乾杯のご発声は菅野
泰二郎先生にお願いしました。シェフの趣向を凝らし
たフレンチをいただきながら、皆さん業界の話、日常
のお話をしながら和やかな時間を過ごす事ができたと
思います。そして最後に、閉会のあいさつを山村政男
先生にしていただき、無事終了する事が出来ました。
参加された先生方、お忙しいなかお疲れ様でした。

／＼〇＼9＼ ���：： �� � � �∈ 　「∴「 

∴∴ � �� � �� � 

∴：∴ ��� �；∴ 騒罷麗語闇讃擬態 

乾杯のご発声　菅野泰二郎先生
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退　会

12月　合木　義治（乙訓支部）

北中　良祐（中京支部）

京柔整カレンダー
「V、／〉　　）　　＼へ「 ��柔　整　関　係 �京都の行事 

4月 � � � 

5月 �1日（月〉～9月30日仕） � �鴨川納涼床・貴船の川床 
15日（月） � �葵祭（京都御所“下鴨神社・ 上賀茂神社） 

6月 �4日（日） �目整全国少年柔道京都大会 � 

11日（日） �通常総会（ホテルオークラ京都） � 

15日㈱～9月23日仕） � �宇治川の鵜飼 （宇治塔の島公園周辺） 

30日㈲ � �夏越の蔽（茅の輪神事）等 府内寺社 

7月 �1日㊥～31日記） � �祇園祭2017 
17日伯） � �山鉾巡行 

31日（月）～8月1日㈹ � �千日詣り（千日通夜祭） 愛宕神社 
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編集後言己
ii ii‾‾‾－　　　＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾‾‾‾‾‾‾　＿＿11－1

社会保障審議会（医療保険部会柔道整復療養費検討専門委員会）での議論も大詰めを
迎えています。我々の業務に大きな影響を与えることは間違いないと思います。今後
の動向に注目したいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　森田康裕

春になり、かなり過ごしやすい気候となってきましたね。春と言えばなんといっても
桜ですよね。一年に－度しか咲かないからこそはかなく、美しいのかもしれません。
気候のせいか、この時期になるとぎっくり腰の患者さんが多い気がします。我々も

⊂）「医者の不養生」の言葉のようにならないように気付けないと…。　　　　しんじ

今年はいつまでも寒かったせいか、やっと暖かくなってきたように思います。さて、
京柔整会報143号が発刊されましたが　目を通していただけましたでしょうか。中で

①嘉摺課轄認諾嵩鷲警謹認諾謹警務
のほど　よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　hatabou

①詩誌急豊里‘三競謹、、農学響諮蕊露語嘉、鴇
ら優先順位をつけてやらないといけないと思っている。さて、業界はどうなのだろ
う…答えは出ないが進展を切に願うものである。　　　　　　　　　　　　　　YJJl

①新年度を迎え、希望と不安を胸に新入生新社会人が学校に社会に踏み出されました。

私も新年度を迎え、襟を正し異学に一年を過ごしたいと思います。会館が移転し学
会・講習会、総会などが会館以外で開催されるように成りました。会場をお借りする

①認諾詣品諦響詔書擢嵩諒恕雅浩鶏
ています。会員皆さま及び関係団体のご協力で無事に、広報活動を進めいく事が出来
ました。この場をお借りして御礼申し上げます。今年度も変わらぬご協力とご鞭糧を
広報部まで　よろしくお願いいたします。さあ、気候も良くなって参りました。アク
ティブに外に出かけます）ポチポチ楽しんで活きましょう）　　　　☆nakatoshi☆

次号　しめ切り　5月27日

京柔整会報
機関誌143号

平　成　29　年　4　月　20　日

発　行　者　公益社団法人　京都府柔道整復師会

会　　長　長　尾　淳　彦

編集責任者　広報部　中　川　稔　貴

発　行　所　京都市中京区壬生松原町16番地室谷ビル3階

℡京都（075）813－1156

（広報部）
印　刷　所　奥原印刷紙行

京都市西京区松室北河原町205

TEL．（075）381－5611

FAX．（075）392－0111
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トップアスリート、スポーツメテイカリストを目指す

▼弧明治国際医療大学
〒629－0392　京都府南丹南日吉町　　　　　　　　　　　　　　　　　田

TELO77l－72－1188（入試専務室）FAXO77l－72－1189

URL皿p：／／WWW，me匝U．acJp　　　　　　　　詩畿緒篤農’ト

鍼灸学部

鍼灸学科
麗闇躍羅藩

はり師・さゆう師旧家資格）

音アスレティツクトレーナー（JATAC）

8億度連動実践指導著

書スポーツプログラマー

保健医療学部

柔道整復学科
顛願聴聞

柔道整復師（国表資格）

Sアスレティツクトレーナー（JATAC）

○健康連動実践指導者

漢スポーツプログラマー

漢ジュニアスポーツ指導員

看護学部

看護学科
撃　離　反　　　鋼

看護師・保健師・助産師（国表資格）

漢アロマセラピスト

音養護教諭二種免託

〇第一種衛生管理者免許

誰かの支えになる喜び、アスリートを支える医療人へ

り明治東洋匪学院鞘皐校
〒564－0034　大阪府吹田市西御旅町7－53

TELO6－6381－381l FAXO6－6381”3800

URLhttp：／／WWW，me卸－S．aCJp
オープンキャンパスの　［な

お申込みはコテラ11回

鍼灸学科［医療専闇程3年制］
闇麗霊園酸

はり師・きゆう師（国家資格）

音アスレティツクトレーナー（JATAC）

音スポーツアロマトレーナー（JSTA）

鵜アロマコーディネーター（JAA）etc

柔整学科［医頼門課程3年制］
醒国醒藍藻
柔道整復師（国豪資格）

音アスレティツクトレーナー（JATAC）

看スポーツアロマトレーナー（JSTA）

○アロマコーディネーター（JAA）etc．
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